
【
研

究

論

文

】

地

神

塔

と

三

神

塔

一
　
は
じ
め
に

価
島
県
内
の
ど
こ
の
ム
ラ
に
行
つ
て
も
　
お
石
が
工
合
柱
を
な
し
　
そ
の
各
面
に
農

業
を
守
態
す
る
王
つ
の
神

（末
．唯
な
わ
ぱ

荒
ヤ
】
幾
毎

ダ
ま
＆
々
益

崩
ポ
操
叫
従

埴

安

媛

命
）
の
４
を
刻
ん
だ
地
神
塔

（徳
島
で
は
親
し
み
を
込
め
て

「地
神
さ
ん
」

と
昨
ば
れ
る
）
の
姿
を
見
る
こ
Ｌ
が
で
き
る
。
飯
日
義
資
は
　
環
内
の
地
神
塔
の
数
は

約
二
Ｏ
０
６
基
に
上
る
の
で
は
な
い
い
と
推
定
し
て
い
る

［
販
日
　
一
九
六
五
　
一
一

一
］

こ
の
よ
う
に
県
内
に
あ
ま
ね
く
　
崎
質
化
さ
れ
た
形
懐
の
地
神
塔
ぶ
分
布
し
て

い
る
の
七
　
徳
島
県
内
の
地
神
塔
造
立
が
藩
の
主
導
で
進
め
ら
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ

て
い
る
　
徳
島
の
地
絆
塔
は
　
寛
政
元
年

（
一
七
人
た
）

市
日
Ａ
幡
宮

（現
　
徳
島

市
伊
賀
町

一
丁
目
の
人
幡
神
社
）
祀
官
　
卓
雲
古
室
ド
時
の
需
ｉ
蜂
須
賀
消
昭
に
意
見

を
申
し
入
れ
　
以
後
各
村
薦
に
地
神
塔
を
立
て
て
祀
ら
せ
る
よ
う
に
な
つ
た
の
が
始
ま

り
と
言
わ
れ
て
い
る

［金
沢
　
一
九
七
四
　
一
〓
〓
全

笙
者
は
県
内
各
地
の
地
柿
塔
の
銅
査
を
進
め
て
い
く
中
で
　
地
神
塔
の
形
態
や
祭
祀

の
あ
，
方
に
地
域
を
趣
え
た
去
追
性
が
多
く
見
ら
れ
る

一
方
で
　
か
な
り
の
程
度
の
地

域
差
ｔ
存
在
す
る
こ
と
に
気
が
付
い
た

≡
≡

≡
う
し
た
地
樟
塔
の
地
較
的
本
サ
ニ
ー
ン

ョ
ン
に
注
意
し
な
が
ら
　
徳
島
市
を
中
心
と
し
た
吉
野
川
下
流
域
の
地
神
塔
チ
調
査
し

高

て
い
た
際
　
い
く
つ
か
の
神
社
で

「大
山
祇

稚
ど
」
（山
の
中
）

「句
，
連
馳

従

ビ
（末

の
神
）

「日
象
女

命
」
今
木
の
神
）
の
二
つ
の
神
る
と
　
「壌
」
（玉
）

「鈴
」

「剣
≡

の
こ
つ
の
女
宇

（三
種
の
神
器
＝
三
種
宝
物
の
名
前
）
を
刻
ん
だ
珍
し
い
石
塔

ど
ャ
が

地
中
塔
の
廠
に
立
つ
て
い
る
の
を

「発
見
」
し
た

（図
１
　
表
１
）

こ
れ
ま
で
こ
の
三
つ
い
神
の
名
を
刻
ル
だ
石
塔
に
関
す
る
講
者
は
な
く
　
そ
の
名
務

も
な
い
の
で
　
こ
こ
で
は
伝
に

「三
わ
塔
」
と
名
付
け
て
お
く
こ
と
に
す
る
　
い
っ
た

い
　
三
神
塔
は
何
の
た
め
に
立
て
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
　
ま
た
　
三
神
塔
が
地
神
塔
に

隣
猫
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
の
に
な
せ
な
の
だ
ち
う
か
　
本
格
で
は
　
三
神
塔
と
地
神

塔
の
形
態
　
燃
文
を
仔
細
に
検
討
す
る
中
か
ら
　
こ
の
問
題
に
答
え
て
み
た
い
と
考
え

て
い
る

二
　
地
神
塔
に
隣
接
す
る
こ
神
塔
の
事
例

こ
こ
で
は
　
現
在
ま
で
に
筆
者
が
調
査
に
よ
つ
て
積
認
し
た
ｔ
基
の

「三
市
塔
」
の

形
態
　
盛
文
を
　
隣
接
す
る
地
神
塔
の
状
況
ど
あ
わ
せ
て
記
述
す
る

エ
ヨ
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四  ヽ 三締塔の分布

(日= 地理院発行5 万分の 1 地形□ 「寝3 」町H島」と喜に作成)

ま1 三神塔一覧

『革
何

こ

天
神
社

（憾
島
市
北
国
宮
四
Ｔ
目
）

０
天
神
社
の
概
略

祭
神
店
青
原
道
真
公
　
旧
州
社

延
言
元
年

（九
〇

一
）

整
座
と
伝
え
る
　
完
保
三
年

（
一
七
四
三
）
の

『
阿
波
日

神
社
伸
改
帳
』
に

「
日
宮
村
天
満
自
在
末
神
　
■
借
日
官

村
天
芋
坊
」
と
あ
る
　
旧
謡
主
崇
敬
神
社
で
あ

っ
た
　
ま

た
藩
会
社
，
初
官
差
の
儀
が
訊
り
行
わ
れ
　
社
殿
の
造
営

な
ど
に
も
明
治
三
六
年
ま
で
需
進
が
あ

っ
た

［偽
島
県
停

社
庁
散
化
委
員
会

　

一
九
人

一
　

四
０
】

◎
地
神
塔

天
神
社
境
内
東
艇

の
大
き
な
松
の
本
の
下
に
位
置
す

る
　
心
石
に
砂
岩
製
　
工
角
柱
型
　
砂
岩
理

の
万
形
台
石

の
上
に
立

つ
　
焼
文
は
以
下
の
通
り

（時
計
回
り
「
右
ロ

リ
に
見
た
場
合

の
犯
置
　
「天
ド
大
神
」
ド
北
面
す
る
よ

う
に
立
て
ら
れ
て
い
ろ
）
．
紀
年
能
―■
入

っ
て
い
な

い

埴
安
拒
命

令
稲
魂
命

天
Ｆ
太
神

大
己
景
命

少
彦
名
布

◎
二
神
塔

束
神
社
境
内
ど
側
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
台
Ｌ

の
上

事例舌号 神社る 所こ地 造立年 (元号) 進三年 は 督) 行 質 形 態

1 ズ常社 偲自市lL口宮四T 自 を弦1年 17 91年 砂 岩 岳 柱

2 中町社 信嵐市下助北町 寛″ 12年 1る00年 擁 色片岩 石 韓

| 電子中社 信五市□お町花□ ヨ打元年 lS01年 ¢ 斉 蜘 形

4 再予神社 ほ常市日床叩 “原回 ス保 14年 1140年 p 岩 角柱

| 表イや社 d 島市日府町日BR F fFo年 1い 0年 砂岩 ね 柱

5 人坂4中社 価H  tt i神町E 資方 電磁lo■ 17田年 砂 岩 角 柱

7 水神と " 寄師t 品岬場りま 明本 下切 砂岩→花間岩 三角柱‐石碑
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に
　
明
治
期
の
石
碑

（記
念
稗
）
二
基
と
と
も
に
ヤ
Ｊ
立
つ
　
心
石
は
砂
岩
製
　
角
柱

型
で
　
コ
ン
タ
リ
ー
ト
製
の
方
形
台
石
の
上
に
立

っ
て
い
る
　
三
神
を
は
社
地
整
備
に

と
ヽ
な
い
現
在
地
に
移
さ
れ
た
よ
う
で
　
以
前
は
地
樟
塔
に
隣
接
し
て
立
て
ら
れ
て
い

た
と
も
考
え
ら
れ
る
．
儀
丈
は
以
下
の
振
り
，

◎
神
明
社
の
概
略

奈
ヽ
は
束
肝
大
柿
　
笙
受
火
神
　
旧
村
社
　
割
主
年
代
は
不
詳
　
ｔ
と
大
神
官
と
称

！
　
明
治
二
年

（
一
人
ｔ
Ｏ
）
に
神
明
社
と
改
称
し
た

［徳
島
県
神
社
庁
級
化
委
員
会

一
九
人

一
　

七
●
】

０
地
神
塔

神
明
社
境
内
の
南
制
に
二
十
塔
Ｌ
並
ん
で
王
て
ら
れ
て
い
う
　
三
神
塔
〓
其
通
つ
コ

ン
タ
，
―
卜
捜
の
二
段
の
右
に

（〓
唆
）
を
持

つ
　
心
石
■
砂
岩
製
　
五
角
堪
型
　
有

石

（
五
角
形
）
は
ル
岩
製
だ
が
　
女
損
再
分
を

，
ン
ク
リ
ー
ト
で
精
修
し
て
い
る
　
螺

Ｉ
は
以
下
の
通
り

（時
計
回
り
＝
右
回
り
に
見
た
場
合
の
配
置
　
「
京
照
大
神
」
市
北

面
す
る
よ
う
に
ヤ
て
ら
れ
て
い
る
）

紀
年
結
は
八

っ
一
、
い
な
い

荷
安
獲
命

令
需
魂
命

天
東
大
や

大
己
賃
命

少
と
４
命

０
三
神
轄

緑
色
片
岩

（何
泣
青
有
の
自
然
石
）
製
の
石
療
．

■
ン
ク
ーー
ー
ト
よ
　
方
形
の
を
ヽ

の
上
に
立

つ
　
地
十
塔
の
す
ぐ
束
側
に
離
す
し
て
ｔ
て
ら
れ
て
い
る
　
転

Ｉ
は
以
下
の

も
り（正

面
）
鏡
　
句
，
担
馳
命

壌
　
　
大
山
括
わ

鯉
　
水
象
女
命

（正
面
）
位
理
朗

（右
面
）

句
″
逆
馳
命

女
は
祇
神

膚
最
女
命

□
□
質
致
人
辰
年

末
三
月
古
日

（左
由
）

有
Ｆ
命
市

村
中
造
立
青

［事
例
二
］
神
明
社

（傾
島
市
不
動
北
町
な
か
の
）

口2  天神社, 内権略口

写真 1 天神F4境内の三神塔
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（豪
面
）

党
政
十
二
年
度
申

秋
九
月
七
月
建
之

匡亜郵
魯

才
■

―
―

―

向事
例
三
』
煙
子
神
社

（徳
島
市
国
府
町
花
国
字
蛭
子
の
東
）

◎
笙
手
神
社
の
概
略

人
幡
神
社

（徳
畠
市
国
府
町
井
戸
座
北
屋
敷
　
旧
郷
社
）
の
飛
地
家
内
社

〔徳
島
県

神
社
庁
教
化
委
員
会
　
一
九
八

一　
七
四
］

旧
無
格
社
。

◎
地
神
塔

建
子
神
社
境
内
の
西
側
に
三
神
搭
と
並
ん
で
立
つ
　
三
神
塔
と
共
通
す
る
積
み
石
の

台
座
の
上
に
立
つ
て
い
る
　
心
石
は
砂
岩
製
　
五
角
柱
型
　
台
石
は
五
角
形
猶
足

（上

二
神
塔

地
神
塔

日● 神明社境内張略困

座
）

方
形

（下
段
）
の
二
段
か
ら
な
る
．
籍
文
は
以
下
の
通
り

（時
計
日
り
＝
右
回

り
に
見
た
犠
合
の
由
置
　
「天
隠
太
神
」
が
北
面
す
る
と
，
に
立
て
ら
れ
て
い
る
）

紀

午
釜
は
入
っ
て
い
な
い

埴
安
擦
命

台
稲
魂
命

天
照
大
林

大
己
力
命

少
ま
お
命

◎
二
神
姶

砂
岩
製
　
駒
型
　
地
稗
塔
の
東
側
に
北
向
き
に
並
ん
で
立

つ
．
砂
岩
製
の
方
移
台
石

の
上
に
立

っ
て
い
る
　
館
文
の
窒
ま
は
地
神
塔
の
そ
れ
と
よ
く
似
て
お
り
　
両
者
は
ほ

ぼ
同
時
期
に
立
て
ら
れ
た
■
能
性

が

高
い
　
館
文
は
以
下
の
通
り

（正
面
）
統
竣
制

（右
面
）

句

■
遭
馳
命

大
山
祇
命

水
妻
女
玲

車
和
元
年
百
年

九
月
七
日

（左
面
）

花
園
村

氏
手
中

写真2 軽子神社塩内め三輛蕗 (と) 地神塔 (= )
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三
神
塔

地
伸
塔

Ｎ

イ
ー
ー
ー

向事
切
四
］
隅
野
神
社

（徳
白
市
目
府
町
川
原
日
字
居
塵
敷
）

◎
隠
野
神
社
の
槻
略

祭
神
は
水
渡
緒
女
命
　
旧
村
社
．
明
磨
三
年

（
一
六
工
ｔ
）
再
建
の
棟
礼
が
残
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
　
創
建
は
そ
れ
以
前
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
　
現
治
五
年

（
一
人
ｔ

二
）
に
村
社
と
な
る
．
覧
保
三
年
の

『
阿
破
国
神
社
御
改
帳
』
に

、
川
原
口
隅
野
大
様

現
　
社
僧
川
原
日
村
良
音
寺
」
と
あ
る

市徳
島
県
神
社
庁
教
化
委
員
会
　
一
九
八

一

七
三
］

◎
地
神
塔

境
内
東
側
の
石
組
み
の
台
座
の
上
に
　
三
神
塔
　
お
よ
び
笠
付
き
の
石
祠

（秒
を
理

銘
文
な
し
）
と
並
ん
で
立
て
ら
れ
て
い
る
　
心
石
は
砂
岩
製
　
玉
角
柱
型
　
台
石
惇
王

角
形

（上
段
）

方
形

（下
段
）
の
二
段
か
ら
な
る
　
盤
文
は
以
下
の
通
り

（時
計
日

り
１１
右
回
り
に
見
た
場
合
の
配
置
　
「天
解
大
紳
」
ぶ
北
面
す
る
よ
う
に
立
て
ら
れ
て

い
る
）

紀
年
銘
は
八
っ
て
い
な
い

口4  電子神社境内鞭略図

埴
安
媛
命

倉
稲
魂
命

天
熙
大
神

大
己
津
命

少
彦
お
命

０
三
神
塔

砂
岩
製
　
角
柱
型
。
台
石
は
方
形
猪
足

（上
段
）

方
形

（
下
段
）
の
二
段
か
ら
な

る
　
化
向
き
　
地
朴
塔
の
す
ぐ
左
側

（西
側
）
に
隣
接
し
て
立

つ
　
銘
文
は
以
下
の
逓

い中（正
面
）
焼
稜
餌

〈者
面
）

句
々
廼
馳
命

大
山
紙
命

関
蕪
命

天
保
十
四
癸
卯
歳

九
月
吉
祥
Ｒ

（左
面
）

氏
子
中

（要
面
）

世
話
人

辻
臓

写真0  臨野掬社境内めlL神塔 (左) 三櫛る (右)
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石
狙
み
の
合
に

埴
安
艦
命

脅
稲
魂
命

京
解
皇
太
神

大
己
黄
命

少
を
る
命

◎
二
神
塔

境
内
高
束
隅
に
地
神
塔
に
隣
接
し
　
北
向
き
に
立

つ
　
心
石
は
砂
岩
製
　
角
七
却
。

台
石
は
砂
岩
製
　
方
形
　
高
き
約

一
メ
ー
ト
ル
の
石
組
み
の
右
座
が
あ
る
　
朗
文
は
以

下
の
遠
り

と
お
石
塔
左
手
に
刻
ま
れ
た
館
女
中
の

「三
極
寅
ヽ
ど
は
　
密

（
工
）

鑑
　
剣

の

三
植
め
神
器

（『
日
本
書
紀
』
に
言
う

「〓
極
宝
物
ｔ

，
指
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

［事
例
五
］
天
神
社

（徳
Ｂ
市
国
府
町
Ｆ
開
字
東
）

０
天
海
社
の
概
略

祭
神
は
菅
原
道
一票
公
　
旧
村
社
　
創
連
年
代
は
下
詳
　
明
治
五
年

（
一
人
ｔ
二
）
に

村
社
と
な
る
　
寅
保
三
年
の

「
阿
旗
国
卒
社
御
改
帳
』
に
　
「日
閣
村
天
荷
火
自
在
天

希
　
社
僧
日
開
村
法
光
寺
一
と
ぁ
る

中徳
島
県
柿
社
庁
教
化
委
員
会
　
一
ｉ
Ａ

一　

ｔ

互
】

◎
地
神
増

境
内
高
東
隔
に
三
神
塔
ど
隣
接
し
て
立
つ
　
地
神
磨
と
二
神
塔
の
周
囲
は

（
両
者
が

一
対
の
石
造
物
と
き
識
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
）
共
速
の
ブ
，
ッ
ク
製
の
石
垣
で
園

〓
れ
て
い
る
。

心
石
は
砂
岩
製
　
三
角
柱
型
　
右
石
は
自
然
石
で
　
一向
き
約

，
メ
ー
ト
ル
の
石
組
み

の
吉
座
が
あ
る
　
銘
女
は
以
下
の
通
り

（時
計
口
，
１１
有
口
り
に
見
た
場
合
の
配
置

「天
Ｎ
皇
太
神
」
が
北
面
す
る
よ
う
に
立
て
ら
れ
て
い
る
）

紀
年
館
は
入
っ
て
い
な

国5  隅野神社境内無略因

れ
る
。

（正
面
）
技
捜
制

（右
手
）

句
〓
廼
馳
命

大
“
在
命

水
察
女
命

末
保
九
年
成
成
秋

九
月
七
日
造
営
持

（左
手
）

為
三
種
震
拝
者
村
中
学
た
生
也

□
□
□
　
揮
書

小
前

〈打
祠
）

≡
杵
お

亭表4  天神な境内の三静塔
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四0 天神社境内紙略因

刀
―
―
―
―
―

［事
例
六
山
八
坂
神
社

（確
島
市
応
神
町
西
貞
方
字
，
国
）

◎
八
坂
神
社
の
概
略

祭
神
は
末
弔
鳴
命
　
旧
楽
落
社
　
創
廷
年
代
は
不
詳
だ
が
　
境
内
に
奉
納
さ
れ
て
い

る
灯
他
に
文
化
元
イ

（
一
人
０
四
）
の
第
が
あ
る
　
ま
た
京
傑
四
年

（
一
Ａ
〓
三
）
め

棟
れ
を
存
す
る

［街
島
県
神
社
庁
款
化
委
員
会

　

一
九
人

一
　

一（
Ａ
～

不
九
一

◎
地
神
塔

や
社
ど
直
路
を
紋
ん
だ
角
地

（鳥
属
の
向
い
い
）
に
　
三
神
若
　
光
明
真
言
塔
と
と

も
に
立

つ
　
地
柿
塔
と
三
神
塔
ｌｉ
　
共
通
の
前
円
伝
万
型
の
砂
岩
理
の
台
と
の
上
に
立

て
ら
れ
て
い
る
　
心
石
は
砂
岩
製
　
三
角
性
型
．
治
石
ｌｉ
二
残
か
ら
な
り
　
い
す
れ
も

方
形
　
携
文
は
以
下
の
遠
り

（時
計
回
り
ｉ
■
回
り
に
見
た
期
合

の
配
置
　
「天
熙
大

神
」
が
北
面
す
る
よ
う
に
立
て
ら
れ
て
い
る
）

紀
■
厳
は
人
っ
て
い
な
い

増
資
媛
命

台
稲
魂
命

天
熙
大
神

大
己
賃
命

ク
と
名
命

◎
二
神
塔

地
神
塔
の
市
隣
に
　
地
神
そ
の
正
高

（
＝
天
熙
大
神
）
と
向
か
い
合
う
形
で
立

つ

砂
岩
製
　
々
柱
型
　
合
石
は

一段
で
　
い
ず
れ
も
方
形
　
毎
文
は
以
下
の
温
，
　
銘
支

の
笙
ま
や
有
そ
の
形
捷
な
ど
か
ら
■
て
　
地
神
塔
と
に
ド
同
時
翔
に
作
ら
れ
た
も
の
と

在
芽
き
れ
る

（正
面
）
笠
　
句
〓
遭
駒
命

理
　
　
夫
Ｈ
社
命

朝
　
水
象
命

（裏
面
）

電
政
■
年

一房
午
冬
ｉ
之

Ｎ
　
　
　
　
　
北
奇
京
言
な

一■
攻
七
年
）

川

暗殴
三
神
塔

囲 '  A 坂神社境内紙略図
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［事
例
七
］
水
神
社

（板
野
郡
北
島
町
紳
の
浜
字
西
の
須
ウ

０
木
神
社
の
概
略

祭
神
は
水
渡
緒
女
命
　
六
綿
積
命
　
乗
豊
鳴
命
　
静
荷
六
神
　
事
代
主
命
　
管
原
遣

真
公
を
神
殿
神
と
し
て
代
る

（
い
ず
れ
も
大
正
期
に
近
在
の
神
社
を
合
併
し
て
春
斎
し

た
も
の
）

旧
村
社
　
割
建
年
代
は
不
詳
で
あ
る
が
　
古
く
か
ら
の
社
と
さ
れ
　
明
治

八
年

（
一
人
ｔ
五
）
に
村
社
に
列
せ
ら
れ
る

［衡
島
県
神
社
庁
教
化
委
員
会
　
一
九
人

一　
　
　
一　一一ハ
）
一イ，
一　一ユハ
〓
一〕

◎
地
神
塔

水
神
社
参
道
東
側
に
三
神
落
と
向
か
い
合
う
よ
う
に
立
つ
　
現
在
の
地
杵
塔
は
平
成

一
二
年

（
二
Ｃ
Ｏ
Ｏ
）
に
存
巷

（改
築
）
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
　
心
石
は
御
影
石
製

三
角
桂
型
　
周
囲
に
御
影
石
製
の
石
垣

（外
惇
　
内
障
の
別
あ
り
）
が
設
け
ら
れ
て
い

る
。
撲
文
せ
以
下
の
通
り

（時
計
回
り
＝
右
回
り
に
見
た
場
合
の
配
置
　
「天
熙
大
神
」

が
北
百
す
る
よ
う
に
立
て
ら
れ
て
い
る
）

埴
安
騒
命

倉
稲
理
命

天
棟
大
神

大
己
慶
命

少
彦
名
命

◎
地
神
塔

（再
建
前
）

平
成

十
二
年
の
再
座
以
前
ヽ
　
地
神
塔
は
現
在
地
に
三
神
塔
ど
向
か
い
合
う
よ
，
に

立
て
ら
れ
て
い
た
　
当
時
の
心
石
は
砂
岩
製
　
五
角
任
型
で
　
台
石

（砂
岩
製
）
は
円

形

（上
段
）

方
形

（下
段
）

の
工
段
か
ら
な
り
　
積
み
石
の
有
Ｅ
の
上
に
立
イ
ら
れ

て
い
た
　
周
囲
に
は
石
垣
が
設
け
ら
れ
て
い
た
　
銘
支
と
そ
の
配
列
は
現
在
の
も
の
と

腐
窓
。
紀
年
名
は
入
っ
て
い
な
い

つ
た

０
三
神
塔

地
祷
塔
の
正
面
に
　
高
向
音

（地
神
塔
に
面
す
る
形
）
に
立
て
ら
れ
て
い
る
　
平
成

一
二
年
に
地
神
塔
を
再
礎
し
た
際
に
三
神
塔
も
あ
ら
た
め
て
再
建
し
た
、
花
問
岩
製
の

石
碑
で
　
部
文
は
以
下
の
逓
り

（れぃば神社　一巾恐卵”

（裏
面
）
句

々
遁
智
神

大
山
紙
神
間
象
女
神

◎
二
神
培

（再
建
前
）

平
成

一
二
年
に
再
建
す
る
前
の
三
神
塔
ｌｉ
　
現
在
と
同
様
　
地
神
塔
の
正
面
に
南
向

〓

（地
神
塔
に
両
す
る
形
）
に
立
て
ら
れ
て
い
た

以
前
の
三
神
塔
は
地
神
塔
と
周
棟
に
砂
岩
製
　
五
角
性
型
て
　
同
形

（上
段
）

方

形

（
下
段
）
の
二
段
の
台
石
を
有
し
　
組
み
石
の
台
座
の
上
に
立
て
ら
れ
て
い
た
　
五

角
を
の
五
面
の
う
ち
こ
面

（地
神
塔
に
画
し
た
面
）
に
三
神
の
名
を
劇
み
　
残
り
二
面

は
奎
白

（坪
能
）
で
あ
っ
た
　
石
塔
の
形
憲
　
館
文
の
埋
ま
な
ど
か
ら
　
地
神
塔
ど
三

神
搭
は
じ
ほ
同
時
申
に
立
て
ら
れ
た
も
の
ど
推
察
さ
れ
る
　
鍔
女
は
以
下
の
通
り 与え S  tF 神社境内の三海塔

(再建絞)
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（正
面
）

堂
　
句
句
廼
拠
命

礎
　
大
山
祇
命

創
　
水
空
女
命

≡
一　
検
討

筆
者
は
現
在
≡
で
　
徳
島
燥
【
に
お
い
て
前
記
七
基

の
三
神
塔
を
見
い
た
し
た
い

そ
の
い
】す
れ
も
　
地
神
塔
と
の
関
連
４
ぶ
強
く
は
じ
取
れ
る
も
の
で
あ

っ
に

病

一
に
　
地
神
塔
ど
三
神
塔
■
事
例

，
の
天
神
社

の
，
―
ス
を
時
さ
　
い
ず
れ
ヽ
斐

核
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
　
事
例

一
に
お
い
て
は
正
去
　
在
地
整
理
の
た
い
石
塔
の
移

動
が
な
さ
れ
て
お
り
　
か

つ
て
，
両
者
が
隣
接
し
て
ｉ
て
ら
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ

，コ
第
二
に
　
位
置
が
隣
接
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、

共
通
の
吉
座
を
持

つ

（事
例
〓

二
　
凹
　

一Ｃ
　
キ
追
の
石
垣
を
持

つ

（事
例
工
）

な
ど
　
よ
り

い
者

の

一
体
性
を
感

じ
さ
せ
る
構
造
が
見
て
取
れ
る
。

第
二
に
　
心
石
の
形
ほ
ボ
類
似
す
る

（革
例
ｔ
）

を
石
の
形
態
ホ
部
似
す
る

（串

例
六
）

転
ユ
の
単
ま
が
如
似
す
る

（事
例
三
　
六
）
な
ど
の
点
か
ら
ヽ
　
地
■
塔
と

こ
神
塔
が
ほ
ぼ
同
時
期
に
立
て
ら
れ
た
こ
と
が
拒
察
さ
れ
る

第
四
に
　
い
ず
れ
の
三
神
な
に
も
紀
年
能
が
入

っ
て
い
る

（事
例
ｔ
を
席
く
）
の
に

対
し
　
地
持
塔
に
は
ま

っ
た
く
氾
年
乾
か
八
っ
て
い
た
い
　
近
隣
地
収
●
地
神
塔
を
見

る
と
　
紀
年
部
が
八

っ
て
い
る
こ
の
も
多
い
　
お
そ
ら
く
地
神
塔
と
ュ
神
塔
と
セ

ッ
ト

で
造
ｉ
し
た
上
で
三
神
塔
に

（代
安
し
て
）
絶
年
毎
を
切
ん
た
た
め
　
地
い
塔
の
方
に

は
紀
年
銚
を
入
れ
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

京
神
社
の
事
例

（事
例

一
）
は
　
こ
の
よ
う
な
宙
棟
を
裏
付
け
る
Ｈ
例
と
考
え
ら
れ

る
　
向
キ
社
境
内
の
三
神
若
に
は

「有
官
命
市
村
中
進
立

肯
」
の
■
■
が
Ｌ
刻
さ
れ
て

い
る
が
　
こ
の
錦
文
め
持

つ
意
味
は
大
〓
い
。
本
稿

の
最
初
て
触
れ
た
よ
う
に
　
御
島

県
内
の
地
神
塔
は
　
覚
政
元
年

（
一
ｔ
Ａ
九
）

Ｓ
国
人
幡
官
り
元
官
　
手
曇
古
呈
お

藩
主
妹
須
質
治
憾
に
近
言
，
　
各
村
に
地
神
林
を
立
て
さ
せ
ま
，
に
ｔ
ら
せ
た
の
ホ
お

ま
り
と
言
わ
れ
て
い
る
　
ｇ
向
命
」
に
よ
っ
て
造
立
市
命
じ
ら
れ
た
い
は
地
神
塔
で
あ

っ
て
　
〓
神
落
て
は
，
い
　
こ
の
こ
と
か
ら
　
地
や
必
と
三
神
塔
を
同
時
に
進
立
し
ヤ、

●
神
塔
の
方
に

（
「地
中
塔
を
」
官
命
に
よ

つ
て
進
立
し
た
と
の
者
味
で
）
「官
布
」
と

刻
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る

≡
神
若
に

「比
政
Ａ
辰
年
　
京
ｉ
月
吉
日
」
の
柾
年
銘
小
入
っ
て
い
る
こ
と
と
考
え

田 0  水神社境内鞭確 口

写真フ 水神社境内の三縛塔 (再連前)
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あ
わ
せ
る
と
　
お
そ
ら
く
は
春
の
社
日

（春
分
ま
た
は
私
分
に
も
つ
と
も
近
い

院

卜の

日
　
地
神
塔
の
祭
祀
日
と
さ
れ
る
）
に
地
神
塔
を
三
神
塔
を
あ
わ
せ
て
造
立
し
　
三
神

塔
の
方
に
報
年
能
を
刻
ん
だ
も
の
と
推
禁
さ
れ
る
．
寛
政
元
年
に
地
神
塔
造
立
の
富
命

が
お
，
て
七
年
目
の
こ
と
で
あ
る
　
天
神
社
は
藩
上
　
熔
須
賀
家
の
崇
敬
が
常
い
神
社

で
あ
っ
た
こ
と
と
考
え
あ
わ
せ
る
と
　
あ
え
て

「官
命
」
と
剤
ん
だ
こ
と
の
青
国
が
薩

じ
と
れ
る

第
工
に
　
三
炉
婚
の
紀
年
魅
と
み
る
と
　
事
例
六

（寛
政
十
年
成
年
冬
）

事
例
七

（紀
年
銘
を
し
）
を
除
ど
　
秦
二
月
ま
た
は
款
九
月
に
立
て
ら
れ
て
い
る
　
地
神
書
の

集
記
は
春
秋
の
社
日
に
行
わ
れ
る
な
ら
わ
し
と
な
つ
て
い
る
が
　
こ
の
こ
と
は
徳
島
の

地
神
塔
道
立
　
第
淀
の
規
範
と
な
つ
た
と
さ
れ
る
大
に
匡
弱

『
神
仙
釜
輩
幕
秋
社
日
醸

僕
』
（天
明
元
年

［
一
ｔ
人

一
一
序
文
）
の
中
に
明
記
さ
れ
て
い
る
ｉ
】

つ
ま
り
　
地

神
塔
の
祭
記
日
口
社
日
に
あ
わ
せ
て
地
第
塔
と
三
神
搭
ケ
一立
て
　
三
存
塔
の
方
に
錦
丈

を
刻
ん
だ
も
の
と
推
第
さ
れ
る
の
で
あ
る

こ
の
よ
う
に
　
抱
神
塔
と
こ
神
塔
の
位
底
関
係
　
石
塔
の
形
撃
　
錦
文
な
ど
の
状
況

を
■
ま
え
る
と
　
三
神
塔
は
地
伸
塔
と
セ
ツ
ト
で
造
立
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

そ
れ
で
は
　
な
せ
三
神
塔
■
旭
神
堵
ど
セ
ッ
ト
で
造
立
さ
れ
な
け
れ
に
な
ら
な
か
つ

た
の
か
　
『
や
仙
霊
叢
春
秋
社
日
酪
儀
』
に
は
　
地
神
塔
と
セ
ッ
ト
で
三
神
塔
を
立
て

る
八
じ
と
の
記
述
は
ま
つ
た
く
な
く
　
こ
れ
は
ま
つ
た
く
の
０
１
カ
ル
な
解
釈
と
考
え

ら
れ
る
地
神
塔
に
刻
ま
れ
る
の
は
農
業
五
神

（天
Ｒ
大
梅
　
大
己
景
命
　
少
彦
そ
命
　
合
格

魂
命
　
猫
費
盤
命
）
の
名
で
あ
る
が
　
こ
れ
は

『
神
仙
笠
章
春
秋
社
日
離
偉
』
の
指
示

に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
　
農
業
め
神
を
祀
る
こ
と
に
よ
つ
て
立
殻
豊
穣
を
祈
念
し
た

も
の
で
あ
る
　
一
方
　
三
神
塔
に
刻
ま
れ
た
三
神
の
性
格
を
見
る
と
　
大
山
祇
命
＝
山

神
　
句
句
廼
馳
命
＝
木
神
　
円
態
女
命
＝
水
希
と
い
う
よ
う
に
　
い
ず
れ
ヽ
宮
然
界
を

祭
徴
し
た
神
て
　
作
物
の
生
育
に
大
宮
く
関
係
し
た
絆
ど
言
ク
こ
と
が
で
き
る

要
す
る
に
　
地
神
塔
に
祀
ら
れ
た
農
業
五
神
に
加
え
　
作
物
の
生
育
に
密
接
に
関
連

し
た
山
神
　
水
神
　
水
神
の
三
神
を
あ
わ
せ
記
る
ｉ
ｒ
≡
ど
に
よ
つ
て
　
自
然
宗
境
の

安
牢
と
作
物
の
順
調
な
生
首
を
切
に
祈
念
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る

地
神
塔
造
立
に
際
し
て
こ
う
し
た
心
言

（自
体
を
統
準
す
る
多
く
の
神
，
を
祀
る
こ

と
に
よ
つ
て
農
業
生
活
の
安
定
を
摩
う
）
が
発
現
す
る
こ
と
に
　
麻
植
郡
美
郷
村
に
あ

る
ｔ
角
形
の
地
神
塔
　
耶
質
都
那
墳
川
町
に
あ
る
Ａ
角
形
の
地
存
塔

（
い
ず
れ
も
埠
下

で
は
当
地
に
し
か
見
ら
れ
な
い
変
則
的
な
形
は
で
あ
る
）
の
錦
文
か
ら
ヽ
う
か
い
い
知

る
こ
と
が
で
き
る

美
郷
村
の
七
各
狂
の
地
許
塔
に
は

通
常
の
農
業
所
お
の
ほ
か
に
水
遠
女
神

（水
神
〕

ど
級
長
デ
辺
神

（
瓜
神
）
の
名
が
列
ま
れ
て
い
る
が
　
印
腺
り
や
暴
風
に
よ
る
作
物

（
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
　
こ
の
よ
う
に
変
則
的
な
形
態
の
地
神
塔
か
造
立
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
る

「
神
山
町
成
人
大
学
編
集
部
　
一
九
九

一
　

人
］

那
賀
川
町

小
延
お
よ
び
敷
地
の
地
神
指
ｌｉ
八
角
構
で
　
通
常
の
農
業
主
中
に
加
え
　
山
神
　
六
神

水
神
の
三
神
の
名
前
が
劇
ま
れ
て
い
る

［郭
賀
川
町
史
編
さ
ん
委
員
会
　
二
〇
Ｏ
ｉ

九
日

一
］
。
こ
こ
で
は
奇
し
く
も
三
神
若
に
見
ら
れ
る
こ
神
と
同

一
の
辞
い
農
素
五

神
に
加
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
　
部
賀
川
町
の
人
角
任
の
地
神
塔
ど
　
三
神
塔

の
間
に
直
接
的
な
関
係
ぶ
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
う
ち

〓一ク最
後
に
問
題
に
な
る
の
が
　
県
内
に
お
―す
る
二
神
塔
の
分
布
状
況
　
お
よ
び
造
立
時

期
で
あ
ち
　
三
神
塔
の
分
布
は
　
管
見
の
及
ぶ
恨
り
　
吉
野
川
景
下
流
域
の
狭
い
範
囲

に
集
中
し
て
い
る
。
ま
た
　
年
代
的
に
見
る
と

一
人
世
紀
末
か
ら

一
九
せ
侵
前
半

（

七
九
六
～

一
Ａ
□
三
年
）
に
集
中
し
て
お
り
　
そ
れ
以
降
の
道
立
は
見
ら
れ
な
い
　
今

後
の
調
査
の
結
果
　
よ
，
広
い
地
攻
に
三
神
塔
の
分
布
が
確
認
さ
れ
　
造
塔
期
間
の
幅

が
と
が
る
可
能
性
も
お
る
が
　
現
時
点
で
把
握
し
た
限
り
の
螢
村
で
は
　
地
神
塔
に
あ

わ
せ
て
三
神
塔
ど
造
立
す
る
と
い
，
習
慣
は
　
一
人
世
紀
六
か
ら

一
九
世
紀
前
半
の
約

-
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五
０
年
の
関
に
　
き
わ
め
て
帳
定
さ
れ
た
地
域
に
展
開
し
た
習
俗
て
あ
る
と
考
え
ら
れ

と
０
。紀

年
饉
か
ら
見
て
　
最
初
に
立
て
ら
れ
た
三
神
塔
は
事
例

一
め
天
神
社

（徳
島
市
北

日
宮
四
丁
目
）
境
内
の
も
の
で
あ
ろ
ク

韓
丈
に
は
覚
政
八
年

（
一
七
九
六
）
と
あ
る
．

先
遮
し
た
よ
う
に
　
天
禅
社
の
三
神
塔
に
は

「有
宮
玲
而
村
中
造
立
需
」
と
刻
ま
れ
て

お
り
　
こ
の
年
に
地
神
塔
と
二
神
塔
が
セ
ツ
ト
で
造
立
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
　
地
神
塔

は
官
命
に
よ
つ
て
造
塔
が
指
示
さ
れ
た
も
の
で
　
そ
れ
に
従
い
天
神
社
境
内
に
も
造
立

が
行
わ
れ
た
が
　
こ
の
勝
　
当
地
の
知
識
人

（三
種
の
神
器
や
三
神
に
関
す
る
姉
議
を

持

つ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
　
辞
官
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
）
に
よ
り
　
三
神
塔
メ

あ
わ
せ
て
記
る
こ
と
が
提
唱
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

以
後
　
近
隣
の
神
社
で
ヽ
こ
れ
に
放

つ
て
三
神
塔
と
地
神
塔
の
道
立
が
行
わ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
が
　
地
神
塔
の
進
立
は
官
命
に
よ
つ
て
奨
励
さ
れ
た
の
に
対
し
　
二

神
塔
の
方
は
そ
の
よ
う
な
指
示
が
な
か
つ
た
た
め
　
ま
た
道
立
の
手
間
な
ど
の
問
題
も

あ
り
　
は
く
普
及
す
る
に
及
ば
な
か
つ
た
の
で
は
な
い
か
．

以
上
　
三
神
塔
は
地
神
拷
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
こ
と
　
二
神
塔
ｆｉ
地
神
塔
の
機
能

を
構
強
す
る
も
の
と
し
て
造
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
　
三
神
塔
の
展
開
は
限
ら

れ
た
時
代
　
狭
い
範
囲
に
ど
ど
ま
つ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
　
今
後
は
文
書
史
杵
の
調
査

や
　
さ
ら
な
る
石
造
物
調
査
を
進
め
る
中
か
ら
　
本
稿
の
論
≡
ど
補
強
す
る
デ
ー
タ
を

収
集
し
た
い
と
考
え
て
い
る

注
（１
）
以
下
の
拙
荷
を
窓
椰
さ
れ
た
い

高
橋
督

一
　
一
一〇
〇
０
　

「地
神
信
仰
に
見
る
均
質
性
と
多
様
性
―
徳
島
県
加
賀

郡
郭
費
川
町
の
事
例
よ
り
」
　

『
日
本
の
石
仏
』
九
六
　
日
本
石
仏
協
全
　
一
四

～
二
七

（
２
）
山
神
　
水
神
　
水
神
を
祀
る
石
癖
　
石
塔
が
単
独
で
立
て
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス

は
少
な
く
な
い

（特
に
山
神
と
水
神
）
が
　
三
神
を
お
わ
せ
て
記
る
石
や
　
石
塔

は
珍
し
い
．

（
３
）
同
き
は
農
業
の
守
華
神
で
あ
る
地
神
の
重
要
性
を
説
さ
　
モ
の
祀
，
方
を
示
し

た
書
で
　
農
米
王
神
の
名
称
　
五
角
の
石
桂
に
五
神
の
ち
を
刻
む
こ
と
　
天
驚
大

神
を
北
向
き
に
記
る
こ
と
　
石
柱
の
立
て
方
　
祭
祀
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
具
体

的
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る

［大
江
　
一
九
八
七
キ

（
４
）
三
神
塔
の
中
央
に
は
必
ず

，大
山
祇
林
」
（山
神
）
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
三
神

の
う
ち
特
に
大
山
れ
神
を
主
導
と
す
る
考
え
方
が
あ

つ
た
ど
ク
か
に
つ
い
て
は

現
存
す
る
療
耕
か
ら
は
は
つ
き
り
し
な
い
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